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(a) 完全遮蔽和則,スピン帯磁率和則,第 1および第 3和則を同時に満足するように,
God のQ'-依存性が考慮されているo
(b) 充分に大きい qあるいはQ)に対 して厳密な表式である｡
(C)充分に大きい (‖こ対する我々の結果から対相関函数 グoo′ (r)に関するよく知 られ
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電子液体の電気的および磁気的応答函数
定義される遅延グリーン函数のフ- リェ変換である｡
Dor′(q,i)ニ ー iO(i)<〔po(q,i),po+,(q)〕> (2.1)








亀 O,(q,W)- V(q)〔ト Goo,(q,W)〕 ,
n(ko)- a(k十qO)
D So)(q,W)- e2∑ (2.3)




従ってDor o,(q,W) の振動数モーメントについて,いつもの方法でハミル トニアンから
計算されるものと (2.2)を直接に漸近展開して得 られるものとは等 しくなければならな
いO この条件は,Goo,(q,-)く - という自明の仮定により1次の振動数モーメント
にっいては常に満足されているが,3次の振動数モーメントについては次式の成立を結
果する｡
Goo′(q,∞)- 5 ,〔60,0" - ∂0,0′ (no"/no)]〔ト go"o′(r-0)〕/3
+ ∑ 〔q･q′/ q q,]2〔グow′(q′) - ( ト 8g ,q′)goa′ (q- q,)〕 (2･4 )q′(≒o)








































Roo":o′(k,ku;q･q′,W)- ≪ Hko･k"o〝;q･q′)‥po',(q.q')が ,
(3.3)
㌻(ko,A"a";q,q′)- C十(k-q/20)C十(k"1 '/200)C(k〝+q'/20")C(k+が20)



















この近似で (3.3)に対する運動方程式を解きその解を (3.2) に代入して整理すると次
式が得られる｡
R-,(q,W)-∑〔eo,0′+VEaDaro,〕DoPdyoN

































Ki(q,W) - D'0''q,W'十050′DoPo,(q,W'十2〔D.7(q,W)±D17(q,W)つ ,


















q2 q,2 q2(q+q,) 2 〕㌔♂′(9)
1,(W十q2/2m)2 (a,-q2/2m)2
2 し (a,-q2/2m)2 (W+q2/2m)2
(4.2)
(4･2)を (1･3)に代入 して得られるG+ QまNiklasson13)によって計算された厳密な結果
に一致する｡ qを固定して a)-- とするとα(q,W)- 1となるので, (4･2)は (2･4)
に-致する｡また充分に大きい (‖こ対 して (2,2)は次式のようになる｡
Doro′(q,W)-DSo)(q,a)〔∂0,0,IU(q)Dio,)(q,W)(1-Goo,(q,W))〕
この式に (2.3)と(4.2)を代入して得られる式と揺動散逸定理から次の 関係式を導 く
ことができる三3,14)
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